
令和６年１月～３月の試行実施について

資料３
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区分 生徒の希望 活動場所 指導者 参加者の費用負担 責任の所在

参加費 保険料

① 統括団体によるクラブ運営型

統括団体により地域クラブを運営していく形

大会などでの活躍をめ
ざす
様々なスポーツや文化
に親しむことをめざす

・各学校
・拠点校

・外部施設等

・団体の専門人材
・有資格の外部人材

・教員の兼業

③ー１ 自由体験型 地域部活動
（レア型）
統括団体が、従来の学校にない競技を新たな
受け皿として設置し運営する形

大会などでの活躍をめ
ざす
様々なスポーツや文化
に親しむことをめざす

外部施設等

・団体の専門人材
・有資格の外部人材

・教員の兼業

② 学校部活動・地域部活動
組み合わせ型

現在の部活動に外部指導者を派遣する形

大会などでの活躍をめ
ざす
様々なスポーツや文化
に親しむことをめざす

学校 有資格の外部人材 無料 なし 学校

③ー２ 自由体験型 地域部活動
（体験型）
大学等との連携により新たな受け皿を設置し
運営する形

様々なスポーツや文化
に親しむことをめざす

大学等 学生等 無料
（市の負担）

年800円
（参加者の負

担）※

当面は市

（詳細は大学と
も調整）

⓪ 授業の延長的活動型 学校部活動

授業の延長的な活動で、平日に30分から60
分程度、勤務時間の範囲内で教員が対応する
形

様々なスポーツや文化
に親しむことをめざす

学校 教員 無料 なし 学校

検
討
課
題

検
討
課
題

※③ー２自由体験型 地域部活動（体験型）の１～３月の試行実施については、保険料は市が負担する。

ひらかたモデルにおけるマトリクス（案）

検
討
課
題
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本試行実施で検証すべき課題

（１）指導者の質の保障・量の確保方策：大学生の指導者としての可能性
（２）スポーツ施設の確保方策：大学での活動の実施について

（４）保険の在り方：保険の適用範囲の妥当性
（５）保護者・地域への周知方法について：チラシを使った周知の妥当性
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③ー２ 自由体験型 地域部活動（体験型）

大学との連携
枚方英語村 子ども大学探検隊 ひらかた市民大学

中高生を対象とした大学体験事業
関西外大駅伝部の小学生対象の陸上体験教室 など

〇 内容は、大学生がPBLとして活
動内容を検討

〇 活動前に、市教委主催の事前
研修を受講

〇 市内中学生が希望するクラブに
参加できる。（１回だけでも可）

〇 活動に係る保険料は無料
（次年度以降は検討事項）

〇 活動場所までは、保護者責任の
もと移動

大学生 参加中学生
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１月20日 ２月３日 ２月10日 2月17日 2月24日 3月２日 3月16日

関西外国語大学 女子駅伝部
17人 2人 9人

関西外国語大学 枚方English 
Village 22人

大阪工業大学 ジャグリング部
2人 1人 ３人

大阪工業大学 ドローンプロ
ジェクト ３人 ７人 8人

摂南大学 ダンス部枚方支部
LUFF Style 1人

摂南大学 園芸倶楽部（植食）
３人 2人 2人

申し込み状況 ２月２４日現在

１６校からのべ８３人が申し込み
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活動後のアンケート

活動の満足度

２月１９日現在

・他の学校の人や大学生や同じ学校の人と遊べ
て楽しかったから。
・普段あまり外に出ないので、自然に触れたこと
が楽しかった。
・専門的な知識や徐々に難しくなっていく課題が、
学ぶ上でとてもためになった。
・普段の生活では触れることのないジャグリングの
道具を体験できてワクワクばかりだった。
・自分がやりたかった農業の体験をできたから
とても満足した。
・花を植えたりするのが初めてで楽しかったから。

まあ満足した

とても満足した
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活動後のアンケート

参加した理由 活動を知った理由

２月１９日現在

活動自体に興味があったから

学校の先生から聞いた

学校のブログ

学校で配付されたチラシ

大学生と一緒に活動をしてみ
たかったから

友達に誘われたから

特に理由はない

教育委員会のブログ
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活動後のアンケート

また参加したいか

２月１９日現在

・大学生のみんなと一緒に練習できるのは
貴重な機会だから
・またいろいろな長距離ができるから
・面白いから
・大学の雰囲気や教え方の工夫が興味深かっ
たから
・いろいろなことを体験したいから
・体験してみないと伝わらないような技術の難
しさがあり、学ぶことがあったから 8



活動後のアンケート
２月１９日現在

わからない

参加したい

参加したくない

車

バイク

歩いて

会場への移動手段

保険料（８００円）が
自己負担でも参加したいか

自転車 9



活動後のアンケート

活動についての感想
・やったことがなかったので興味がわくかわからなかったが、
丁寧に教えてもらってだんだんできるようになってよかった。
・学校の先生に行ってみたらと言われて行くことにしたが、
一緒に行く友達はいないし、初対面が苦手なので不安
だったけど、大学生の人たちが積極的に話しかけてきて
くれて何とか会話ができたのが印象に残っている。

２月１９日現在
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活動後のアンケート

活動についての感想
・はじめは緊張したけど大学生が優しくて、すぐに楽しくなった。
・来る前はちゃんと話せるかなど緊張したが、終わった後は
来てよかったと心から思えるものだった。
・来る前は自分は体力に自信がなく、迷惑をかけないかすごく
心配だったが、大学生が途中休憩を入れてくれたり気遣って
くれたので、集中して練習でき、技などができるようになった。
達成感のほかに様々な思い出ができてよかった。

２月１９日現在
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見えてきた課題

（１）大学生の指導者としての可能性
① 中学生にとって、大学生と活動することは想定よりもハードルが
高いように感じているようで、初めの一歩が踏み出せないと感じた。
→ 大学生によるPR動画を作成するなど、より身近に感じてもらう
工夫が必要。

② 研修については、本試行実施は事務局作成動画を視聴したうえで
指導にあたっている。
→ 令和６年度は講師に研修を依頼。
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見えてきた課題

（２）スポーツ施設の確保方策
①アンケート結果から、生徒は自分の家の近くで活動したいという
ニーズが強いことがわかった。
→中学校などに大学生に出張して
もらっての活動もあると良いと感じた。
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（４）周知方法について
①全生徒へのポスター配付
②各教室（１．2年）へのポスター掲示
③教員からの働きかけ
④市教委ブログでの発信、
⑤GIGAフェスでのポスター配付
⑥市SNS（LINE、facebook)での発信
→ 生徒の目に触れるとともにいかに保護者の目に触れるかとい
うことが重要と感じた。

見えてきた課題
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（その他）日程について
① 土曜日の午前、または午後を設定したが、そもそも運動部は土曜日
は学校部活動があることが多い。
→ 日曜日にすることも選択肢の一つだが、大学側との折衝が必要

（その他）活動内容について
① 今回は体験型ということで、１回で完結する活動とした。（園芸を除く）
→ 生徒のニーズとして、ある程度の技術の向上をめざしていることも考
えられる。

見えてきた課題
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令和６年度 ③ー２ 自由体験型 地域部活動（体験型）（案）

関西外国語大学 大阪工業大学

各クラブ年１０回～１２回程度を大学生がマネジメントして行う
会場は各大学及び市内中学校での実施も

摂南大学

３回１クールのものを４回実施

クラブの大学生 クラブの大学生 クラブの大学生 クラブの大学生 クラブの大学生 クラブの大学生

大阪体育大学小林准教授によるオンライン指導者研修

対象：枚方市立学校在籍の小学校５年生から中学校３年生
（保護者も体験できるプログラムをつくる）

広報ひらかた・市SNSなどで定期的な周知 令和５年度参加者のインタビュー動画
大学生によるPR動画作成枚方市

覚書の
締結

試行実施を検証の上、４月から周知し、６月ごろから本格実施予定 16
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